
シスコ ユニファイド サービス デリバリ
クラウド コンピューティング サービスの新たなステージへ



IP サービス デリバリの目標は、昔も今も変わらず、音声やビデオ、データ
のサービスを 1 つの多機能サービス ネットワークで提供することです。

かつては最先端とみなされ、バンドル提供されていたトリプルプレイ 
サービスも、今日の絶えず変化する IP サービスデリバリの世界では、
ほぼ基本サービスの料金だけで利用できるようになっています。利用
者からは Web 2.0、リッチメディア コンテンツ、セルフ パブリッシン

グ、IPTV、コラボレーション型ビジネス ツール、オンデマンド サービス、
テレプレゼンスなどが求められ、21 世紀のサービスデリバリを取り巻く情

勢は変化しつつあります。

利用者は、さまざまな形で音声、ビデオ、データを組み合わせようとしています。
加えて、コンテンツのセルフ パブリッシングや、まったく新しいソーシャル ネ

ットワークの創出など、新たな動きによって家庭向けサービス デリバリの
要件の見直しが常に求められており、ビデオはその最前面、そして中

心として位置付けられています。互いに複雑に結び付いた、コラボレ
ーション型のビジネス サービスも次 と々登場しています。この種の
サービスは、消費者の動向の影響を強く受けていることもあります
が、ミッション クリティカルな業務のために設計されているものです。

新しいサービスから利益を上げると共に、クラウド ベースのサービス
へ円滑に移行するためには、プロバイダーのネットワークの拡張性や効

率性、柔軟性をこれまでにないレベルまで引き上げる、適切なサービス 
デリバリモデルの存在がき わめて重要です。移行を円滑に実現するには、

サービスの俊敏性を高め、サービスプロバイダー ネットワークをリエンジニア
リングすることで、他の事業者にはない明確な強みを生み出す必要があります。

新しいサービス デリバリモデルのためのリエンジニアリング
クラウド ベースのサービス デリバリが最終的に目指しているのは、多様なシン クライアント（PDA、
パーソナル メディア プレーヤー、ネットブック、TV など）から、リモートのネットワーク ストレージ、
コンピューティング、コンテンツ、アプリケーションなどのリソースに、シームレスにアクセスでき
るようにすることです。サービス デリバリを制限しないで済むように、サービスプロバイダーの
ネットワークの設計を根本から変える必要があります。

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、ポートフォリオ全般に渡って、サービス デリバ
リの機能や品質を向上、最適化し、確実にすることで、サービスプロバイダーを支援します。
従来型サービスの品質と効率が高まるだけでなく、クラウド ベースのサービスを提供する
ための基盤がこのソリューションによって確立します。

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、シスコ ユニファイド コンピューティ
ング システムの機能、データセンター 3.0 の構想、シスコ IP 次世代ネット
ワーク（IP NGN）の機能を組み合わせて、サービスプロバイダーのデータ
センターやネットワークのリエンジニアリングを可能にするソリューションで
す。結果として、まったく新しい形での動的な相互接続と、さまざまな機
能の活用が可能になり、統合型アプローチによるサービス デリバリの実
現に近づきます。



このようなデータセンターでは、10 年から 20 年前のネットワークがそうだったように、資
産が 1 つのサービスやアプリケーションの専用ということもあります。加入者へ伝送するた
めの IP NGN への接続以外、データセンター内に種類の異なるサービス同士で共有してい
る共通インフラストラクチャがないことも珍しくありません。サーバ、ストレージ、LAN スイ
ッチ、セキュリティ、ロード バランシングなどのアプライアンスをサービス単位で調達されて
いることも多く、また実装はサービスごとに大きく異なるため、非常に複雑、かつ断片化が

進んだインフラストラクチャになりがちです。

断片化したアプローチでは、ストレージやコンピューティングのネットワークを最大限
に利用することができず、コストと効率のどちらの点でも問題が残ります。また、機

器の増設が必要になると、データセンター全体に渡って乗数効果が生まれ、消費
電力、スペース、冷却、配線のコストが大幅に上昇してしまいます。データセンタ
ーにおけるサーバとストレージの利用率が 20 ～ 40% 程度に留まることもあり
ます。

データセンター ファームがより複雑に、より大きくなると、プロビジョニング 
コストも上昇します。また、新規サービスやアップグレード、設定変更、新機
能の導入のために資産を転用するときも、大量の手作業が必要になります。セ
ットアップ、アップグレード、解体などにはコストがかかるため、適切なタイミ
ングでのサービス デリバリはますます難しくなります。

このような問題を解決するために、サービスプロバイダーは今後、クラウド コン
ピューティング モデルに移行していくでしょう。このモデルでは、リソースはネッ

トワーク クラウド内に配置され、加入者やサービスからはオンデマンドで利用で
きるようになります。したがって、新サービスを迅速に、効率的に提供するためには、

サービス デリバリネットワークをどのように構築するかが非常に重要です。

データセンターのサイロ化が招くコスト スパイラル
データセンターは新しいサービス デリバリモデルにおける主役を任されています。しかし、今
日のサービスプロバイダーのデータセンターの多くは、特定の目的のためのサイロとなっており、
非常に複雑で、地理的に分散しており、運用もばらばらに行われています。

新たなアプローチ：シスコ ユニファイド サービス デリバリ
サービスプロバイダーのコンピューティング、ストレージ、アプリケーション、LAN の機能をデータセンター
内で統合するために、ネットワーキングと仮想化の高度なテクノロジーを利用できるとしたら? コンピューティ
ング サーバ上で動作する仮想マシンをネットワークに完全に統合し、ある物理マシンから別の物理マシンへ、
LAN やサービス プロファイルを変更しないまま、仮想的に移動できるとしたら? データセンターのアイラン
ドを相互に接続することで、プロバイダー ネットワーク全体に渡ってリソース プールを効率的に活用し、アプ
リケーションや加入者を意識した業界最先端のデリバリ ネットワークと組み合わせることが可能だとしたら? 

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、サービスプロバイダーにこういった機能を提
供し、クラウド ベースのサービス デリバリという目標への効率的な道を示します。

シスコ ユニファイド サービス デリバリ ソリューションは、優れたユニファイド ネットワ
ーク ファブリックを通して、コンピューティング、ストレージ、アプリケーション、LAN 
のリソースを仮想的に融合させます。その結果、サービスプロバイダーはデータセンター
内のリソース プールの利用を最適化し、任意のサービスにリソースを適用することが可
能になります。また、データセンター アイランド同士を接続し、リソースの統合をさらに
進めれば、資本コストと運用コストを大幅に削減することができます。

サービスプロバイダーのネットワーク全体に渡り、セキュリティを維持してデータセンタ
ー アイランドを相互に接続することで、リソース プールや機能を共有するメリットがさら
に増大します。たとえば、マネージド サービスにビデオ機能を統合することや、セキュリ
ティ機能を家庭向けサービスに適用することも容易になります。サービス デリバリの形
態を、ストア アンド フォワード方式から双方向、ローカル、分散方式に移行させるため
には、プロバイダーのネットワークを根本的に変革する必要があります。

コスト削減という効果が得られるのは、コンピューティングやストレージのリソー
スが効率的に共有され、多様なサービスによって償却されているときです。そ

の結果、特定の目的のためのデータセンターから、マルチサービス データ
センターへと変貌を遂げます。その原動力となるのは、仮想化がもたらす
力とインテリジェント ネットワークの機能です。シスコのソリューションが
もたらす効果は個々のデータセンターの境界を越え、他のデータセンタ
ーとの間でのピアリングや相互接続を可能にします。サービスの統合が
実現し、柔軟性と俊敏性が高まるため、エンターテイメント、情報、コ
ミュニケーションをベースとするサービスのプロビジョニングが可能になり
ます。データセンターのリソースを、ネットワーク全域でセキュリティを維

持しながらまとめるために、Cisco IOS® XR ソフトウェアの MPLS ピアリ
ング、拡張性の高い相互接続、セキュア インターネット ゲートウェイの機能

などを利用します。シスコ ユニファイド サービス デリバリならば、高い安全性
のもと、プロバイダーのサービス同士が論理的にも物理的にも分離されるので、

企業や家庭の利用者のプライバシー保護とセキュリティ維持に役立ちます。



データセンターのユニバーサル I/O マップ
Cisco Nexus™ ファミリのデータセンター スイッチは、マルチメディアを多用する
アプリケーションや最先端のビジネス アプリケーションをサポートする高密度な
帯域や規模を備えているだけでなく、データセンターにおけるワイヤ スピードでの
仮想マシン（VM）の移動も可能にします。このスイッチがもたらす利点は、ケー
ブル配線が大幅に単純になるというだけではありません。仮想デバイス コンテキ
スト（VDC）を適用すると、分離されたドメインがデータセンターに作成され、
安全に維持されます。ネットワーク障害が発生しても、そのドメイン以外には影響
が及ばないため、障害を封じ込めた上で、迅速に解決することが可能です。これ
は、サービスプロバイダーのデータセンターでマルチサービス デリバリを実現す
るために、第一に挙げられる条件です。

仮想マシン（VM）に対応したワイヤ スピードのネットワーキングに、シスコ ユニファイド 
ファブリックを組み合わせることで、コンピューティング リソースと該当するプロファイルとを
融合させ、ネットワーク上で仮想的に管理することが可能になります。このようなレベルの
統合が可能なのは、仮想化テクノロジーの代表的なプロバイダー VMware と密接に協業し
ているからです。VMware ならば物理マシン 1 台で最大 700 台の仮想マシンをホスティ
ングすることができ、これにシスコのインテリジェントなネットワークを組み合わせれば、こ
れまでは不可能だった、データセンター全域で自在に仮想マシンを移動するという機能が実
現します。仮想マシンとネットワークを一体化すれば、VM スプロールを排除して、LAN、
SAN、コンピューティングの機能を完全に統合し、仮想的かつ全体的に管理することがで
きるようになります。

シスコ ユニファイド サービス デリバリによってネットワークと仮想マシンの持つ能力が 1 つ
になると、サービスプロバイダーは次のことができるようになります。

マルチサービス データセンターの確立••

作業負荷の最適化と、総所有コストの削減による ROI（投資利益率）の拡大••

一度の配線で LAN、SAN、コンピューティングのリソースに接続できる、 ••
仮想マシンのユニバーサル I/O マップの作成

ストレージの最適な利用と統合••

ケーブル配線作業の大幅な単純化••

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、シスコの戦略的ビジョン、データセンター 3.0 
を最大限に活用し、データセンターにおける仮想化とリソースの統合を実現します。

シスコ ユニファイド コンピューティング システム

シスコ ユニファイド コンピューティング システムは、データセン
ター 3.0 構想によって開発された最新のテクノロジーです。クラ

ウド コンピューティングに向けたデータセンターの統合、仮
想化、自動化の推進を支援します。業界をリードするパート
ナー各社の協力を得て、シスコは仮想化データセンターの
ためのユニファイド アーキテクチャを完成させました。この
アーキテクチャにより、コンピューティングや仮想化、ネッ
トワークのリソースをスムーズに統合し、1 つのシステムと
して構築することが可能です。

データセンター 3.0 構想と VMware の仮想化機能に、前もって完
全に構成され、テスト、統合を済ませたシスコ ユニファイド サービス 

デリバリのソリューション セットを組み合わせることで、データセンター 
リソースの容易な仮想化と、オンデマンドでの統合が可能になります。

サードパーティの仮想化
シスコ ユニファイド サービス デリバリは、サードパーティ製ソリューションとの
相互運用性や、サービスプロバイダー全体の環境と統合することの重要性を意
識した形で設計されています。シスコは幅広い統合サービスを提供しています
が、業界各社との間に築いたエコシステムを通して得たストレージ、システム
統合、サービスのオーケストレーション機能によって、すべてのソリューション
を一層強化しています。

サービスプロバイダーのネットワークでは、性質上、複数ベンダーの製品が併用されている
ため、シスコ ユニファイド サービス デリバリ ソリューションでは、全面リプレースを回避する
方針が採用されています。したがって、段階的な実装や、既存のオペレーションを残した統合が
可能です。ソリューション全体は、サービスプロバイダーのデータセンターを構成する多数のネット
ワーク要素と共存、相互運用ができるように設計されています。

Cisco Nexus 1000V シリーズ スイッチを使用すれば、サードパーティ製のブレード サーバを、デー
タセンター全体の仮想化モデルに容易に統合することができます。サービスプロバイダーはどの製品を
購入するかを自らの意思で決定できるだけでなく、シスコ ユニファイド サービス デリバリの仮想化や
ネットワーキングの機能と、サードパーティ製の要素をスムーズに融合させることができます。
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セキュアな仮想化エクスペリエンス

IP NGN により、企業と消費者の両方に向けたサービス デリバリが可能となります。
また、何種類ものサービス、つまり情報サービス（ネットワーキング、アプリケーシ
ョン、コンピューティング、ストレージ、セキュリティ）、エンターテイメント サービス（プ
ロまたはユーザが制作したビデオ、音楽、ゲームなど）、コミュニケーション / コラ
ボレーション サービス（音声拡張サービス、会議、テレプレゼンス、コラボレーシ
ョン スペースなど）のすべてにまたがるサービスを提供できるようになります。

このように、IP NGN は サービスプロバイダーとそのサービスの成功に貢献するもの
です。サービスの統合が容易なのは、サービスどうしが同じインフラストラクチャを
共有することになるからです。資産や設備の利用率が最適化されるのも統合の成果
です。サービス デリバリに関与するすべての人員が共通のコア テクノロジーを使用
するので、運用効率とサービス アベイラビリティも向上します。

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、相互接続されたデータセンターの能力と、アプリ
ケーション（とサービス加入者）を完全に意識した IP NGN を組み合わせるソリューション
です。サービスプロバイダーのサービスに、シスコ IP NGN の特徴、パーソナライズ可能な
オンデマンド機能を取り入れると、個人の好みに合わせてサービス内容をカスタマイズした
り、トランザクション ベースのサービスを 1 台の PC にだけ直接デリバリしたりすることが
可能になります。セキュリティを保ちながら仮想的に提供され、利用者一人一人に合わせた
サービスは、サービスプロバイダーが競合他社に対する優位性を獲得するために役立ちます。

データセンターの壁を越えて： 
境界のないサービス

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、高いセキュリティを保ちなが
らデータセンターと家庭や企業の加入者を結ぶ、仮想化エクスペリエン
スを提供します。このエクスペリエンスは、Cisco NX/OS ソフトウェア
の持つさまざまな能力によって提供されます。たとえば、仮想デバイス 
コンテキスト（VDC）（データセンター内でドメインをセキュアに分離す
るためのテクノロジー）と、Cisco IOS XR オペレーティング システム
の一部としてサポートされる、SDR（Secure Domain Router）の組
み合わせなどです。Cisco CRS-1 Carrier Routing System が提供
する業界で実績のある拡張性と高可用性を活かした SDR により、デー
タセンターに限られていた仮想化の範囲は加入者まで広がります。

Cisco NX-OS と Cisco IOS XR ソフトウェアのさまざまな機能を組み合わせる
ことで、仮想化エクスペリエンスのセキュリティを保つことができます。その結果、
サービス フローやリソース予約が、物理的にも論理的にも互いに分離されると同
時に、細分化されたラインレートの NetFlow や XML ベースの API による共通
管理など、キャリア クラスのデリバリ機能が利用できるようになり、サービスを
仮想的に、セキュリティを保ちながらデリバリするのに役立ちます。

セキュアな仮想化エクスペリエンス



運用の俊敏性とオンデマンド サービス

生産される場所から消費される場所までを
貫く共通のインフラストラクチャを活用すれ
ば、サービスプロバイダーはあらゆるメディ
ア サービスを提供できるようになります。こ
れらのサービスはいずれも共通のインジェス
ト（取り込み）、キャッシュ、ストリーミング、
アシュアランスのテクノロジーを利用してお
り、特定ブランドのビデオ サービスから 
OTT（over-the-top）ビデオや提携パート
ナーのサービスに至るまで、さまざまなもの
が考えられます。IP NGN は、セキュリティ
を維持しながらこのようなサービスを配信す
るだけでなく、階層型の QoS（Quality of 
Service）や、アプリケーションを意識した
ポリシー管理などの特徴を備えています。

柔軟性と拡張性に優れた、ビジネス コラ
ボレーション向けアプリケーションのため
のプラットフォームを構築すると、サービ
スプロバイダーはサービス提供のコストを
最小限に抑えながらカスタマー エクスペリ
エンスを大きく向上させることができます。

同様に、情報サービスでも、ユニファイド 
コンピューティング リソースやユニファイド 
ファブリック、アプリケーション フルーエン
シー、セキュア伝送などの機能をより活用で
きるようになります。すべてのサービスは共
通のインフラストラクチャを基盤とし、
Software as a Service（SaaS） や 
Infrastructure as a Service（IaaS）、
Platform as a Service（PaaS）として提
供されます。成長し続ける市場において競争
力を保つためには、サービスプロバイダーに
とって、規模の経済と、明確な価格の優位
性が不可欠です。

シスコ ユニファイド サービス デリバリは、
サービスプロバイダーのコストを大きく削
減します。プロビジョニングに要する時間
を約 50% 以上短縮しながら、それぞれ
が予算全体の 20% を超えると推定されて
いる、資本支出や運用支出も削減します。

シスコ ユニファイド コンピューティング システムと データセンター 3.0 構想に シ
スコ IP NGN を融合した結果、シスコ ユニファイド サービス デリバリはまさに傑
出したソリューションとなりました。セキュリティが保たれた仮想化サービス デリバ
リは、アプリケーションや加入者を意識した NGN の機能によって補完されていま
す。サービスプロバイダーは、細分化されたポリシー管理を適用しながら、家庭や
企業の加入者それぞれに合わせたサービスを提供することが可能です。

データセンターのリソースを仮想化して統合し、オンデマンド サービスにリソースを
適用したり、データセンター同士を相互接続してデリバリ システムを安全に最適化
したり、アプリケーションや加入者を意識した シスコ IP NGN の機能を活用したり
することで、サービスプロバイダーはクラウド ベースのサービスを提供できるように
なります。

統合型のサービス デリバリとオンデマンド リソースの共通プールがあれば、プロバイダーのネット
ワークを別の目的に転用することも容易です。変更のニーズに対応するために機能を追加したり、
あるサービスから別のサービスにリソースを移管したりする場合にも、迅速な運用が可能となり、
動的なサービス デリバリへの容易な対処や、オンデマンド サービス デリバリモデルへの移行を実
現します。結果として、プロビジョニングに要する時間は月単位から分単位に短縮されます。

シスコ ユニファイド サービス デリバリがもたらすネットワークの価値の向
上は、他社のソリューションには決して真似ができないものです。シスコ
のポートフォリオは、生産の場所やデータセンターから、加入者までの全
体をカバーする包括性が特徴です。

アプリケーション

コンピューティング

ストレージ

コンテンツ
クラウドベースの
サービス
最終的な目標

IPTV
ユニファイド コミュニケーション
コラボレーション
Web 2.0
ソーシャル ネットワーク
ハイパー シンジケーション

仮想ビジネス サービス 
小型のリモート クライアント

仮想ビジネス サービス 
小型のリモート クライアント

デリバリ

デリバリ
曇りなき青空に向かって
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